




























































New student support system which conduct at the Kanazawa College of Art
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【概要】
 項目 陽性項目 呼び出し項目 精神身体的症状 抑うつ傾向 対人不安 強迫傾向・被害・関係念慮
 平均（SD） 0.36（0.63） 0.65（0.98） 2.16（2.16） 4.00（3.27） 2.32（2.23） 1.70（1.92）
 【陽性項目】 平均（SD） 【呼び出し項目】 平均（SD）
  5.いつも体の調子かよい 0.17（0.38）  1.食欲かない 0.06（0.24）
 20.いつも活動的である 0.19（0.39）  8.自分の過去や家庭は不幸である 0.09（0.28）
 35.気分か明るい 0.22（0.42） 16.不眠がちである 0.10（0.30）
 50.よく他人に好かれる 0.07（0.07） 25.死にたくなる 0.11（0.31）
 【精神身体的症状】  【対人不安】
  1.食欲がない 0.06（0.24） 36.なんとなく不安である 0.44（0.50）
  2.吐気・胸やけ・腹痛がある 0.12（0.33） 37.独りでいると落ちつかない 0.11（0.31）
  3.わけもなく便秘や下痢をしやすい 0.22（0.41） 38.ものごとに自信を持てない 0.30（0.46）
  4.動悸や脈が気になる 0.07（0.24） 39.何事もためらいがちである 0.23（0.42）
 16.不眠がちである 0.10（0.30） 40.他人に悪くとられやすい 0.12（0.32）
 17.頭痛がする 0.14（0.34） 41.他人が信じられない 0.14（0.34）
 18.首筋や肩がこる 0.35（0.48） 42.気をまわしすぎる 0.27（0.44）
 19.胸が痛んだり、しめつけられる 0.08（0.27） 43.つきあいが嫌いである 0.17（0.38）
 31.赤面して困る 0.22（0.42） 44.ひけ目を感じる 0.30（0.46）







 【抑うつ傾向】  【強迫，被害・関係念慮】
  6.不平や不満が多い 0.14（0.34） 51.こだわりすぎる 0.25（0.43）
  7.親が期待しすぎる 0.04（0.19） 52.くり返し、確かめないと苦しい 0.17（0.37）
  8.自分の過去や家庭は不幸である 0.09（0.28） 53.汚れが気になって困る 0.06（0.23）
  9.将来のことを心配しすぎる 0.25（0.43） 54.つまらぬ考えがとれない 0.22（0.41）
 10.人に会いたくない 0.07（0.25） 55.自分の変な匂いが気になる 0.12（0.33）
 11.自分が自分でない感じがする 0.10（0.31） 56.他人に陰口をいわれる 0.02（0.16）
 12.やる気がでてこない 0.11（0.31） 57.周囲の人が気になって困る 0.23（0.42）
 13.悲観的になる 0.28（0.45） 58.他人の視線が気になる 0.37（0.48）
 14.考えがまとまらない 0.35（0.48） 59.他人に相手にされない 0.02（0.16）























 死にたくなる 18 回答者数　47名
   （うち複数回答　9名）
　　　　　　  Table 2−1
UPIにおけるリスク・グループの集計結果
 項目／科 美術科 デザイン科 工芸科
 ハイリスク 3 1 1
  （4％） （1.5％） （4.8％）
 準ハイリスク 4 4 0
  （5.3％） （6.1％） （0％）
 ミドルリスク 3 8 1
  （4％） （12.1％） （4.8％）
 呼び出し項目 21 20 6
  （28％） （30％） （28.6％）
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スは今後より求められるだろう。
これらの課題の達成は漸進的であり、不断の取り
組みが必須である。また、美術系大学が持つ固有の
特性をよく理解し、実現性と実効性のある対策にし
ていくことも重要である。学生支援は大学にとって、
必ずしも目立つところにはない「後方支援」である
が、これらの基盤を確立し、よりよい大学の実現に
寄与することを願う。
